
基
礎
看
護
学
領
域

教
授

堀

良
子

私
は
以
前
こ
の
看
護
大
通

信
に
、
上
越
に
縁
の
あ
る
看

護
界

の
先
駆
者

「大
関
和
」

の
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。
こ

の
記
事
が
き

っ
か
け
と
な
り
、

郷
土
史
研
究
家

で
医
科
史
の

編
纂
な
ど
を
手
が
け
ら
れ
た

一川 故

氏 政 森

日
赤
篤
志
看
護
婦
人
会
に

つ

い
て
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま

す
。歴

史
は
1
8
5
0
年
代
に

遡
り
ま
す

。

1
8
5
4
年

、

F
.
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
ク

リ
ミ
ア
戦
争

で
兵
士

の
栄
養

状
態
を
改
善
し
、
細
や
か
な

看
護
で
死
亡
率
を
大
き
く
減

た
。
こ
う

し
て
専
門

教
育
を
受
け
、
職
業

と
し
て
自
立
し
た
看

護
婦
が
誕
生
し
ま
し

た
。近

代
看
護
の
始
ま
り
は
こ

の
よ
う
に
戦
病
者
看
護
に
端

を
発
し
、
1
8
6
2
年
に
は

ア
ン
リ

・
デ

ュ
ナ
ン
に
よ
り
、

人
道
主
義
に
基
づ
く
敵
味
方

に
関
係
な

い
戦
傷
者
救
護
を

趣
旨
と
す
る
国
際
赤
十
字
社

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

先
ん
じ
て
、
上
流
貴
婦
人
で

構
成
さ
れ
る
篤
志
看
護
婦
人

会
を
結
成
し
ま
し
た
。
会
の

設
立
趣
旨
は
戦
時
救
護
活
動

の
奨
励
と
と
も
に
、
女
性
に

看
護
の
有
用
性
を
啓
発
す
る

こ
と
で
し
た
。
皇
室
と
軍
部

の
保
護
を
背
景
に
、
後
に
組

織
す
る
日
赤
救
護
看
護
婦
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
ね

ら
い
も
あ
り
ま
し
た
。
1
8

9
0

(明
治
23
)
年
に
日
赤

は
救
護
看
護
婦
の
養
成
を
開

「
日
本
赤
十
字
篤
志
看
護
婦
人
会
」
に
つ
い
て
(そ
の
ー
)誕
生
の
背
景

(元
知
命
堂
病
院
院
長
)
収

蔵
の
日
赤
篤
志
看
護
婦
人
会

高

田
分
会
関
係

の
資
料
を

、

夫
人
の
森
川
洋
子
氏
が
同
じ

郷
土
史
研
究
家

の
村
山
和
夫

氏
に
託
さ
れ
、
本
学
に
寄
贈

し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
今
回
は
こ
の
資
料
を

も

と
に
、

3
回
に
分
け

て
、

少
さ
せ
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
1
8
6
0
年
に
ロ

ン
ド
ン
の
聖
ト
ー
マ
ス
病
院

に
看
護
婦
学
校

を
設
立

し
、

教
育

に
あ

た
る
と
と
も

に
、

「病
院
覚
え
書
」
や

「看
護

覚
え
書
」
な
ど
の
著
作
を
著

し
、
看
護

の
体
系
化
と
看
護

婦
養
成
の
基
礎
を
築
き
ま
し

で
は
、
遅

れ

て
1
8
8

7

(明
治

20
)
年
、
西
南
戦
争

の
際
に
負
傷
者
の
救
護
活
動

を
目
的
と
し
て
結
社
さ
れ
た

博
愛
社
が
赤
十
字
条
約
に
加

盟
し
、
日
本
赤
十
字
社
と
改

称
し
ま
し
た
。

同
年
、
日
本
赤
十
字
社
は

救
護
看
護
婦
の
養
成
に

一
歩

始

し
、

そ

の
指
導

に

は
主

と
し

て
軍
医

が
あ
た
り
ま

し
た
。

国
家
庇
護
に
よ
り
予
算
は
潤

沢
で
教
育
年
限
も
他
よ
り
長

く
、
卒
業
後
は
戦
時
に
お

い

て
患
者
を
看
護
す
る
た
め
に

招
集
さ
れ
る
仕
組
み
の
も
と

に
、
他
の
養
成
所
と
は
そ
の

性
格
に
お

い
て

一
線
を
画
し

て
い
ま
し
た
。
(続
く
)


